
二
ク
ー
デ
タ
ー
前
後
に
お
け
る

第
三
期
創
造
社
同
人
の
動
向

四

l

i留
自
学
生
運
動
と
の
か
か
わ
り
か
ら
l

l

は
じ
め
に

本
稿
で
、
所
諮
第
一
一
一
期
創
造
社
の
同
人
、
李
初
梨
・
潟
乃
超
等
の

日
本
留
学
時
代
、
と
り
わ
け
、
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
前
後
の
動
向

を
み
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
第
一
に
、
彼
ら
第
一
一
一
期
創
造
社
間
人
の
日
本
mm学
時
代

の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
と
日
本
近
代
文

学
、
さ
ら
に
は
創
造
社
の
…
i

左
旋
問
い
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
あ
る

祝
肢
を
得
た
い
と
怒
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
一
九
二
八
年
に
提
唱
し
た
「
革
命
文
学

論
レ
は
、
そ
の
階
級
還
元
論
的
な
性
格
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

も
、
彼
ら
の
日
本
部
学
時
代
一
川
誌
を
風
擁
し
て
い
た
ぺ
福
本
イ
ズ
ム
」

ハ
注
1
〉

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
日
パ
体
的
・

実
証
的
な
研
究
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の

状
態
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
ο

彼
ら
の
日
本
留
学
時
代
の
足
跡
を

f.、、
合

げ
れ
い

山
口
hm

出
来
る
限
り
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
し
て
彼
ら
の
「
革
命
文
学
論
」
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
、
そ

こ
に
お
け
る
日
本
の
近
代
文
学
及
び
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
影
響

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
ひ
と

つ
の
手
掛
り
と
な
り
得
る
と
忠
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
彼
ら
の
そ

う
し
た
「
左
旋
問
い
の
軌
跡
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
と
り
も
試

さ
ず
、
彼
ら
を
も
含
め
た
創
造
社
の
「
友
旋
一
同
レ
を
め
ぐ
る
問
題
の

い
く
つ
か
に
対
し
、
内
側
か
ら
あ
る
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
だ
ろ

。

〉
内
ノ
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ま
た
、
そ
の
第
二
は
、
彼
ら
の
日
本
留
学
時
代
の
足
跡
、
と
り
わ

け
、
問
・
二
…
ク
ー
デ
タ
!
前
後
に
お
け
る
彼
ら
の
動
向
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
ご
九
三

0
年
代
」
に
お
け
る

日
本
と
中
間
の
無
産
階
級
文
学
部
一
動
の
関
係
を
捉
え
る
何
ら
か
の
糸



口
、
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
は
臼
本
留
学
生
で
あ
り
、
間
・
一
一
一
ク

ー
デ
タ
ー
に
始
ま
る
国
民
革
命
の
松
折
と
い
う
事
態
も
日
本
に
お
い

て
体
験
し
た
。
身
を
革
命
の
現
場
近
く
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
い
は
、
彼
ら
の
受
け
と
め
方
は
中
間
関
内
に
い
た
他
の

創
造
社
間
人
た
ち
と
若
干
質
を
異
に
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
関
民
革
命
の
披
折
と
い
う
事
態
は
、
そ
れ
が
中
間
関
内

で
多
く
の
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
た
と
同
様
に
、
彼
ら
日
本
留
学
生
の

問
に
も
あ
る
混
乱
と
動
揺
と
を
引
き
起
こ
し
て
い
っ
た
に
違
い
な

い
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

ハ
校

2
v

う
に
、
第
三
期
創
造
社
が
「
革
命
文
学
論
」
を
提
唱
す
る
こ
と
と
、

国
民
革
命
が
挫
折
し
た
と
い
う
現
実
と
は
や
は
り
分
か
ち
難
く
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
そ
こ
で
提
開
削
し
た

「
革
命
文
学
論
」
が
中
閣
の
無
産
階
級
文
学
運
動
史
上
、
ひ
と
つ
の

時
代
や
内
観
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
向
様
に
、
彼
ら
を
も
合
め
た
日
本

関
学
生
間
の
動
き
も
そ
こ
で
あ
る
変
特
を
み
せ
、
彼
ら
を
通
じ
て
結

ば
れ
て
い
く
日
中
の
無
産
階
級
文
学
運
動
と
の
関
係
の
上
で
も
、
そ

こ
に
ひ
と
つ
の
時
代
を
郵
し
て
き
し
っ
か
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

忠
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
い
え
ば
、
彼
ら
第
一
一
一
期
創
造
社
関
人
の
日

本
で
の
足
跡
、
と
り
わ
け
、
問
・
二
一
ク
ー
デ
タ
ー
前
後
の
彼
ら
の

動
向
は
よ
り
直
接
的
な
か
た
ち
で
一
十
年
代
い
の
日
中
無
産
階
級
文

学
運
動
の
関
係
と
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
後
の
交
流
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
糸
口
と
な
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
と
ま
れ
、
こ
う
し
た
私
な
り
の
思
い
に
基
づ
い
て
、
第

一
二
期
創
造
社
の
日
本
般
学
時
代
の
足
跡
宏
、
間
・
二
一
ク
ー
デ
タ
ー

前
後
の
彼
ら
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
て
捉
え
て
み
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
が
、
こ
こ
で
い
う
第
三
期
創
造

社
同
人
と
は
あ
く
ま
で
日
本
棋
学
生
だ
っ
た
も
の
を
対
象
と
し
て
お

り
、
郭
沫
若
が
紹
介
し
た
と
い
う
李
一
政
・
揚
翰
援
な
ど
に
は
触
れ

て
い
な
い
。
第
一
一
一
期
創
造
社
同
人
の
う
ち
日
本
留
学
生
だ
っ
た
の

は
、
そ
の
主
力
で
あ
っ
た
李
初
梨
・
鴻
乃
超
・
朱
鏡
我
・
彰
康
・
李

鉄
戸
、
さ
ら
に
は
、
潟
乃
超
が
彼
ら
の
後
「
陸
続
と
し
て
帰
国
し
て

き

た

い

と

い

う

、

・

侍

克

典

・

沈

起

予

・

・

洗

葉

況

な
ど
で
あ
る
。
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(

一

)

す
で
に
他
の
所
で
述
べ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
第
一
一
一
期
創
造
社
の

主
力
で
あ
る
李
初
梨
等
五
名
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
は
大
学
の
士
山

翠
学
科
か
ら
み
て
、
全
て
が
文
学
部
の
哲
学
科
、
乃
一
全
は
社
会
学
科

(
片
山

3
〉

に
学
ん
で
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
李
初
梨
・
鴻

乃
超
・

M
U
康
・
李
鉄
戸
の
間
名
は
す
べ
て
京
都
帝
大
文
学
部
官
学
科

に
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
絞
ら
を
め
ぐ
る
人
的
な
繋
が
り
も



こ
こ
を
お
点
に
か
な
り
の
で
整
理
し
得
る
。
私
は
ま
ず
、
こ

う
し
た
彼
ら
の
人
的
な
繋
が
り
を
、
彼
ら
と
他
の
創
造
社
同
人
と
を

結
ぶ
い
わ
ば
「
パ
イ
プ
役
い
の
役
誌
を
果
し
た
鄭
伯
奇
と
の
繋
が
り

か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

鄭
伯
奇
、
侠
西
省
長
安
の
人
で
あ
る
。
彼
は
第
一
期
か
ら
第
三
郊

に
至
る
ま
で
創
造
社
の
中
で
常
に
「
中
堅
」
の
位
置
を
占
め
、
さ
ら

に
後
に
述
べ
る
よ
う
な
李
初
梨
等
と
の
関
係
を
背
景
と
し
て
彼
ら
が

帰
国
す
る
夜
援
の
国
と
な
っ
た
成
仇
苦
の
波
日
を
促
す
仲
介
の
役
を

(波

4
〉

果
し
た
。
鄭
伯
奇
は
一
九
一
七
年
、
日
本
に
留
学
、
一
高
特
設
預

科
、
第
一
一
…
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
一
二
年
に
京
都
帝
大
文
学
部
哲

〈法
5
)

学
科
に
入
学
し
た
。
専
攻
は
心
理
学
。
彼
は
一
九
二
五
年
、
卒
業
論

文
「
学
窓
の
色
彩
感
情
に
つ
い
て
」
を
書
い
て
卒
業
し
て
い
る
か

(技
6
〉

ら
、
李
初
梨
等
が
入
学
し
た
時
に
は
ま
だ
学
部
に
在
学
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

時
は
一
九
二
四
年
。
こ
の
年
、
京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
は
李

ハ法

7
〉

初
梨
、
鴻
乃
起
、
野
康
の
一
一
一
名
が
そ
ろ
っ
て
入
学
し
た
。

当
時
の
京
都
帝
大
文
学
部
官
学
科
は
教
授
に
西
田
幾
多
郎
、
朝
、
水

…
一
十
郎
、
助
教
授
に
は
田
辺
元
、
天
野
戸
、
祐
等
を
擁
し
、
文
字
通
り

「
日
本
観
念
論
官
学
の
最
高
の
牙
城
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
は
当
時
流
行
し
て
い
た
「
新
カ
ン
ト
主
義
」
「
新
理
想
主
義
」
な

ど
に
共
鳴
し
、
「
よ
り
現
実
的
な
志
向
か
ら
倫
理
学
、
さ
ら
に
社
会

学
を
志
す
。
哲
学
に
基
礎
を
お
く
か
ぎ
り
京
都
大
学
に
赴
い
て
、
西

部
・
田
辺
先
生
ら
に
ま
ず
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
え
る
芳
き
学
徒

(
九
日
比

8
〕

が
参
集
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
李
初
梨
等
も
こ
う
し
た

雰
関
気
の
中
で
京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

李
初
梨
は
、
は
じ
め
蔵
前
の
高
等
工
業
に
学
ん
で
い
た
が
、
周
作

人
、
ツ
ル
ゲ

l
ネ
フ
な
ど
の
文
学
を
愛
好
し
、
後
に
退
学
し
て
文
科

(注
9
)

に
転
じ
、
熊
本
の
五
高
に
進
ん
だ
。
鴻
乃
超
は
原
籍
が
広
東
省
南
海

関
川
、
早
く
か
ら
日
本
に
夜
学
し
、
大
同
小
学
校
、
成
城
中
学
を
経

(
校
刊
)

て
、
名
古
震
の
八
高
に
学
ん
だ
。
彰
康
は
原
名
が
彰
堅
、
京
都
の
三

(
校
日
)

高
の
出
身
で
あ
っ
た
。

鄭
伯
奇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
と
鄭
伯
奇
と
は
勺
ほ
と
ん
ど
朝

(
注
ロ
)

か
ら
娩
ま
で
一
緒
」
だ
っ
た
ほ
ど
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
な
か
で

も
、
鄭
伯
奇
・
李
初
梨
の
関
係
は
少
し
特
殊
で
、
彼
ら
は
と
も
に

「
五
・
四
」
期
を
代
表
す
る
文
化
的
啓
蒙
同
体
少
年
中
間
学
会
の
会

員
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
は
す
で
に
一
九
二

O
年
二
月
、
制
御
的

奇
が
同
じ
学
会
会
口
氏
で
あ
る
田
漢
を
訪
ね
て
上
京
し
た
際
、
問
漢
が

二
人
を
引
き
あ
わ
せ
て
い
て
、
い
わ
ば
沼
知
の
間
柄
だ
っ
た
の
で
あ

〈
校
時
〉

る。
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そ
し
て
、
あ
く
る
一
九
二
五
年
、
こ
の
京
都
帝
大
文
学
部
紫
学
科

(

花

日

)

(

江

川

)

に
は
李
鉄
声
が
入
学
し
た
。
李
鉄
戸
は
原
籍
が
湖
北
省
潜
江
県
、
原

(
注
目
〉

名
を
李
戸
華
と
い
う
。
一
家
に
著
名
な
人
が
多
く
、
父
が
孫
文
の
大



ハ
注
げ
〉

総
統
秘
書
官
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
元
勲
李
書
域
、
叔
父
、
が
中
国
共

ハ
注
N
M
〉

産
党
第
一
回
全
国
代
表
大
会
上
海
代
表
の
李
漢
俊
で
あ
る
ο

さ
て
、
李
鉄
戸
が
入
学
し
た
向
じ
一
九
二
五
年
、
李
初
梨
は
文
学

ハ
花
凶
)

部
哲
学
科
か
ら
文
学
科
に
転
科
し
、
潟
乃
起
は
東
京
帝
大
文
学
部
社

(
注
目
)

会
学
科
に
転
入
学
し
た
。
ま
た
、
郵
伯
奇
は
こ
の
年
、
哲
学
科
を
卒

(

注

加

)

(

注

幻

〉

業
、
問
帝
大
経
済
学
部
の
聴
講
生
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

が
さ
ら
に
彼
ら
の
人
的
な
輪
を
広
げ
て
い
く
。

ま
ず
、
東
京
帝
大
文
学
部
社
会
学
科
に
転
入
学
し
た
鴻
乃
超
は
そ

(
注
詑
)

こ
で
朱
鏡
我
と
再
会
し
た
。
朱
鋭
我
は
原
名
を
朱
得
安
と
い
い
、
第

八
高
等
学
校
の
出
身
。
そ
し
て
、
二
人
は
、
文
科
、
理
科
の
違
い
は

あ
っ
て
も
第
八
高
等
学
校
を
一
九
二
四
年
に
卒
業
、
つ
ま
り
同
期
生

(
法
部
)

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
鄭
伯
奇
が
聴
講
生
に
な
っ
た
経
済
学
部
に
は
同
じ
第
一
一
一
期

(
注
目
〉

創
造
社
の
王
学
文
が
い
た
。

王
学
文
が
学
び
、
鄭
佑
奇
が
聴
講
生
に
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
そ
こ
に
進
歩
的
な
学
生
向
に
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
て
い

た
経
済
学
者
向
上
肇
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
五
学
文

は
、
学
部
・
大
学
院
を
通
じ
て
一
貫
し
て
河
上
肇
の
指
導
を
う
け
、

彼
の
研
究
室
に
も
出
入
り
し
て
、
そ
こ
で
吋
社
会
問
題
研
究
』
な
ど

(
刊
誌
お
〉

を
関
読
し
て
い
た
と
い
う

Q

、
江
蘇
省
一
徐
州
市
の
抱
一
れ
で
原
名
を
王
守
棒
と
い
う
。

九
一

O
年
に
日
本
に
窃
学
し
、
第
四
高
等
学
校
に
学
び
、
一
九

一
年
、
つ
ま
り
鎖
的
脊
と
同
期
で
京
都
帝
大
経
済
学
部
に
入
学
し

た
。
そ
し
て
彼
は
、
郵
伯
奇
が
聴
講
生
に
な
っ
た
こ
の
年
、
学
部
を

ハ
作
は
お
)

卒
業
し
て
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
期
創
造
社
の
向
人
は
主
力
の
五
名
を
含
め
て

京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
を
起
点
に
ひ
と
つ
の
人
的
な
繋
が
り
を
も

(
注
幻
)

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
え
ば
一
、

彼
ら
は
所
謂
「
大
高
同
学
」
の
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が

同
級
で
あ
っ
て
、
世
代
的
に
み
て
も
緩
め
て
近
い
と
い
う
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
彼
ら
は
「
日
本
体
験
」
を
互

い
に
共
有
し
う
る
素
地
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
だ
け
互
い
に
あ

る
共
通
し
た
雰
関
気
な
り
傾
向
な
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

(
ニ
)

と
こ
ろ
で
、
李
初
梨
等
、
第
三
期
創
造
社
の
主
力
が
京
都
帝
大
に

入
学
し
た
一
九
二
四
年
、
二
五
年
と
い
う
年
は
、
日
本
の
社
会
運
動

及
び
学
生
運
動
が
あ
る
「
転
換
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
「
学
連
事
件
」
に
連
坐
し
た
清
水
平
九

郎
氏
の
一
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
わ
が
閣
の
社
会
運
動
史
上
、
真
の
左

翼
的
主
体
が
、
激
し
い
内
部
抗
争
を
経
た
が
ら
形
成
さ
れ
た
、
文
字

(
注
お
)

ど
お
り
嵐
の
激
動
期
で
し
た
」
と
い
わ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
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っ
た
事
柄
だ
け
を
列
挙
し
て
み
て
も
、
二
四
年
一
一
一
月
、
日
本

共
産
党
が
解
党
、
九
月
に
福
本
和
夫
が
帰
国
し
た
。
ま
た
、
二
四
年

後
半
か
ら
内
部
対
立
が
顕
在
化
し
て
き
た
日
本
労
働
総
同
盟
は
、
二

五
年
五
月
に
分
裂
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
年
、
普
通
選
挙
法
と
抱
き
合

わ
せ
で
治
安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
日
本
の
学

生
運
動
は
、
こ
れ
ら
日
本
間
内
の
情
況
を
よ
り
鋭
く
反
映
し
て
、
学

生
連
合
会
の
名
称
を
学
生
社
会
科
学
研
究
会
と
改
め
、
つ
い
に
、
一

九
二
五
年
七
月
に
は
寸
学
生
運
動
を
無
産
踏
級
運
動
の
一
翼
と
規
定

(

説

的

叫

)

す
る
い
ま
で
に
三
大
躍
進
い
を
と
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

李
初
梨
等
、
第
一
一
一
期
創
造
社
の
人
々
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
と
き
、

そ
の
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
で
学
生
社
会

科
学
研
究
会
(
以
下
特
別
の
場
合
を
除
い
て
社
研
と
略
称
)
と
関
係

を
も
っ
て
い
た
の
は
王
学
文
で
あ
る
。
壬
学
文
は
学
部
を
卒
業
す
る

前
、
つ
ま
り
、
一
九
二
五
年
の
初
め
…
明
、
京
大
社
研
に
加
入
し
た
。

壬
学
文
は
問
恕
「
河
上
張
先
生
に
師
事
し
て
い
の
中
で
こ

い
る
。

い
て

の
1'3:ノ
}ゴ、y

私
は
ま
だ
党
の
組
織
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

マ

ル

ク

ス

て

い

た

の

で

彼

ら

の

研

究

活

動

に

加
し

主
学
ヤ
〈
は
京
大
社
研
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、

て
郎
、
大
田
遼
一
郎
、
信
見
P

仮
名
で
あ
る
と
い
う
、

逸
見
市:石
雄 f日
の

こ
と
か
?
〉
等
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
な
か
で
も
、
天
津
に
家
を

持
ち
旅
順
中
学
の
出
身
で
も
あ
っ
た
大
田
遼
一
郎
と
は
特
に
親
し
く

つ
き
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
回
想
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
、
た
え
ず

中
間
人
留
学
生
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
」
の
が
常
見
で
あ
っ
た
と
い

〈
法
却
)。

〉
勺
ノ

一

所

謂

は

、

王

学

文

が

社

研

に

参

加

し

た

こ

の

年

の

末
に
起
っ
た
。
そ
れ
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
学
生
運
動
の
質
的
転
換

を
は
か
っ
た
学
連
第
二
回
全
閣
大
会
(
於
京
都
帝
大
)
が
引
き
金
に

な
っ
て
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
初
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
い
う
点
で

極
め
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
検
挙
、

起
訴
さ
れ
た
学
生
は
全
部
で
三
八
名
、
そ
の
中
に
は
王
学
文
と
親
し

か
っ
た
岩
田
義
道
等
が
、
さ
ら
に
は
、
鄭
佑
奇
と
哲
学
科
心
理
学
専

攻
の
数
少
な
い
同
級
生
の
一
人
で
あ
っ
た
淡
徳
三
郎
な
ど
も
入
っ
て

(
法
幻
)

い
た
。
お
そ
ら
く
、
主
学
文
・
鄭
伯
奇
だ
け
に
限
る
ま
い
。
時
流
に

緩
め
て
敏
感
な
李
初
梨
に
と
っ
て
も
、
こ
の
事
件
は
か
な
り
身
近
な

「
日
本
体
験
い
と
し
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

菊
川
忠
雄
氏
の
吋
学
生
社
会
運
動
史
b

に
よ
れ
ば
、
「
学
連
事
件
い

後
、
新
た
な
時
期
を
む
か
え
た
学
生
運
動
は
「
，
支
配
階
級
の
社
会
科

に
抗
争
す
る
闘
争
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
i

一
、
「
こ
の
闘
争

5

期
か
ら
昭
和
二
年
に
わ
た
っ
て
最
も
果
敢
に

一
月
一
五
日
の
日
本
共
産
党
検
挙
事
件
前
後
に

( 28 ) 

i哉は
は、

れ



於
て
演
点
に
達
し
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
氏
、
が
そ
の
協
争
が
最
も

果
敢
に
戦
わ
れ
た
時
期
を
、
加
に
「
理
論
闘
争
い
期
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
六
年
、
二
七
年
と
は
、
所
謂

(
法
犯
〉

「
福
本
イ
ズ
ム
い
が
一
世
を
風
擁
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
も
は

や
、
い
う
ま
で
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の

時
、
先
の
学
生
社
研
は
「
…
柏
木
イ
ズ
ム
い
の
メ
ッ
カ
的
な
存
在
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

潟
乃
超
の
「
我
的
文
芸
生
活
レ
(
〈
大
衆
文
芸
〉
第
二
巻
第
五
・
六

期
合
刊
一
九
三

O
年
六
月
)
の
記
載
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
時

期
と
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
鴻
乃
超
は
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。関

民
革
命
i
i上
海
暴
動

i
i日
本
労
農
党
の
対
支
非
干
渉
同

盟
l
i福
本
和
夫
〈
日
本
共
産
党
中
央
委
員
)
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
芸
術
連
盟

i
i大
学
内
の
社
会
科
学
研
究
会
i
i
マ
ル
ク
ス
・

レ
1
ユ
ン

潟
乃
趨
の
記
述
が
、
時
間
的
に
整
理
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
判

然
と
し
な
い
。
だ
が
、
若
干
の
補
足
を
し
て
み
る
な
ら
ば
、
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
、
が
そ
の
名
称
を
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
指
連

盟
と
改
め
た
の
は
一
九
二
六
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
演
、
「
プ
ロ
芸
い
の
中
核
に
入
っ
て
い
た
の
が
寸
大
学
内
の
社

会
科
学
研
究
会
レ
、
す
な
わ
ち
帝
大
新
人
会
の
外
郭
団
体
で
、
「
福
本

イ
ズ
ム

ふ
め
つ
よ
ん
。

お

そ

ら

く

、

…

期

創

造

社

の

人

々

は

こ

う

し

た

当

時

の
学
生
社
会
科
学
研
究
会
と
の
接
触
を
は
じ
め
と
す
る
彼
ら
の
「
日

本
体
験
い
を
も
と
に
自
ら
の
「
革
命
文
学
論
い
を
組
み
立
て
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
「
革
命
文
学
論
い
そ
れ
自
体
に

つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
一
九
二
七
年
の
二
月
か
ら
四
月
の
時
点
で

あ
る
枠
組
み
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。

経
済
学
部
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
鄭
佑
奇
は
、
一
九
二
六
年
の
夏
、

広
州
中
山
大
学
の
文
学
院
院
長
に
招
聴
さ
れ
た
郭
沫
若
の
招
き
を
受

け
て
帰
国
し
た
。
彼
は
し
ば
ら
く
広
州
中
山
大
学
、
黄
塙
軍
官
学
校

等
の
教
官
を
務
め
て
い
た
が
、
あ
く
る
一
九
二
七
年
二
月
再
び
来
日

(

注

お

〉

(

泊

〉

し
た
。
そ
の
日
的
は
「
未
修
了
の
手
続
き
を
済
ま
せ
る
」
た
め
で
あ

っ
た
と
い
う
。

鄭
，
伯
奇
の
m
m
m
村
山
「
創
造
社
後
期
的
革
命
文
学
運
動
い
に
よ
れ
ば
、

京
都
に
い
た
李
初
梨
は
こ
の
時
「
大
革
命
の
真
相
を
了
解
」
す
べ
く

鄭
伯
奇
を
頻
繁
に
訪
ね
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
間
想
に
は
こ
の

後
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
特
に
創
造
社
に
関
心
を
抱
き
、
創
造
社
が
方
向
を
転
換

し
て
、
無
産
階
級
革
命
文
学
を
提
唱
す
る
よ
う
希
望
し
た
。
私
は

マ
ル
ク
ス
・
レ

i
ニ
ン
主
義
と
無
産
階
級
文
学
と
に
理
解
が
深
い

に
導
か
れ
た
マ
ル
ク
ス

の
メ
ン
バ
ー
で
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と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
い
く
ら
か
影
響
を
受
け
て
い
た

の
で
同
意
を
示
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
た
め
何
度
か
小
さ
な
会
を

ハ
注
間
山
〉

聞
い
た
。
朱
鋭
我
も
特
別
に
東
京
か
ら
参
加
し
た
。

鄭
伯
奇
は
、
こ
の
よ
う
に
彼
ら
の
「
方
向
転
換
い
論
、
「
無
産
階

級
革
命
文
学
」
論
に
向
意
を
一
部
し
、
そ
の
意
向
を
伝
え
て
「
沫
若
、

仇
吾
、
具
体
的
な
や
り
方
を
相
談
」
す
べ
く
帰
閣
の
途
に
つ

、J
M

」

O

、『也、
J
j間

・
二
一
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
発
し
た
の
は
、

帰
国
途
上
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
し
く
彼
が
こ
の

(
一
一
一
)

閥
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
の
勃
発
、
乃
査
は
国
民
革
命
の
挫
折
が
引

き
起
し
た
情
況
に
つ
い
て
、
潟
乃
越
は
、
「
広
範
な
知
識
分
子
階
層

が
大
革
命
の
失
敗
後
反
共
と
撹
共
と
の
間
で
よ
り
明
確
な
選
択
と
態

ハ
注
話
)

度
表
明
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
L

と
記
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
う
し
た
情
況
は
日
本
留
学
生
の
間
で
も
同
様
に
生
じ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
お
乃
起
の
い
う
よ
う
な
っ
反
共
か
」
「
擁
共

か
い
と
い
う
鋭
い
二
者
択
一
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
も
、
と
き
に
そ
う
し
た
受
け
と
め
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
の

「
衝
撃
い
を
与
え
な
が
ら
彼
ら
留
学
生
間
に
あ
る
「
分
化
い
を
引
き

起
し
て
い
っ
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
一
主
計
千
文
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

私
は
、
一
九
二
七
年
げ
四
・
一
二
υ

ク
ー
デ
タ
ー
の
後
、
日
本

の
京
都
で
中
国
共
産
主
義
青
年
間
に
加
入
し
た
。
紹
介
者
は
子
四
日

然
向
志
で
、
私
と
い
っ
し
ょ
に
加
入
し
た
の
は
摩
体
仁
同
志
、
劉

伯
剛
同
志
で
あ
る
。
私
は
同
じ
月
に
帰
国
し
て
上
海
に
行
き
、
五

〈
注
幻
〉

月
末
に
武
漢
に
行
っ
て
、
六
月
に
中
国
共
産
党
員
に
転
じ
た
。

全
く
事
実
だ
け
の
一
記
述
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
短

い
向
に
お
け
る
め
ま
ぐ
る
し
い
動
き
そ
の
も
の
の
中
に
、
主
学
文
が

受
け
た
で
あ
ろ
う
衝
撃
の
深
さ
が
見
て
と
れ
よ
う
。

王
学
文
は
、
こ
の
時
、
「
今
後
何
か
あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
」
と
い
う
大
田
遼
一
郎
等
の
連
絡
先
を
手
に

mm
関
し
た
。
彼

が
武
漢
を
自
指
し
た
の
は
、
葉
挺
の
部
隊
に
参
加
す
る
た
め
で
あ

る
。
だ
が
、
申
し
込
み
が
遅
れ
た
た
め
そ
れ
は
果
せ
な
か
っ
た
。
七

月
、
白
色
テ
ロ
の
横
行
す
る
武
漢
を
避
け
て
再
び
来
日
。
こ
の
時
、

彼
は
、
常
見
と
他
の
一
人
に
誘
わ
れ
あ
る
労
働
者
の
劇
団
に
行
っ
て

「
武
漢
の
託
精
街
が
革
命
を
裏
切
っ
た
こ
と
と
国
民
党
と
共
産
党
の

合
作
の
決
裂
に
つ
い
て
レ
話
を
し
て
い
る
。
王
学
文
が
再
度
帰
国
し

た
の
は
お
そ
ら
く
八
月
の
末
領
、
南
mm起
義
に
続
い
て
、
安
竜
・
朱

徳
等
が
山
一
政
を
占
領
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
か
ら
で
あ
っ

つ
法
施
)

た。
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と
こ
ろ
で
、

の
先
の
問
想
は
、
の
日
本
認
学
生
附
に

の
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
は
じ
め
て
の



資
料
と
し
て
注
目
に
飯
す
る
。
子
問
問
然
・
劉
佑
踏
の
二
人
に
つ
い
て

は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
摩
体
仁
は
第
八
高
等
学
校
理
科
甲

(
校
時
)

類
の
出
身
で
潟
乃
超
と
同
級
、
つ
ま
り
は
、
李
初
梨
等
と
も
同
期

(
片
山
川

W
〉

で
、
一
九
二
四
年
京
都
帝
大
経
済
学
部
に
入
学
、
支
学
文
か
ら
み
れ

ば
三
年
後
輩
に
当
る
人
物
で
あ
る
。

さ
て
、
主
学
文
が
最
初
に

mm倒
し
た
の
と
ほ
ぼ
陪
じ
頃
、
変
約
も

ま
た

mm闘
し
た
。
変
桁
は
閃
想
「
憶
阿
英
同
志
」
の
中
で
こ
う
記
し

て
い
る
。一

九
二
七
年
、
夜
介
石
が
革
命
に
抜
き
、
閉
山
会
議
派
が
左
派

の
国
民
党
、
駐
日
総
支
部
を
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
し
て
し
ま
い
、
私
は

〈
法
必
)

H

通
科
υ

の
リ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

変
街
、
間
江
省
杭
mm
の
人
で
あ
る
。
一
九
二

O
年
九
月
日
本
に
留

学
、
明
治
専
門
学
校
電
気
工
学
科
に
学
ん
だ
後
、
一
九
二
六
年
九
州

(
法
犯
〉

宥
大
工
学
部
第
三
部
冶
金
工
学
科
に
入
学
し
た
。
変
約
が
日
本
抑
制
学

時
代
に
産
接
第
一
一
一
期
創
造
社
の
人
々
と
交
渉
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

判
然
と
し
な
い
。
だ
が
、
向
時
代
を
日
本
で
過
ご
し
後
に
は
彼
ら
と

関
わ
り
を
も
っ
変
約
そ
の
人
の
動
き
は
夜
接
、
間
接
に
李
初
梨
等
の

動
き
と
関
連
す
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

引
用
し
た
夏
街
の
回
想
に
は
若
干
の
補
足
が
必
要
で
あ
る
。
会

林
・
紹
武
一
編
に
よ
る
「
夏
桁
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
度
約
は
一
九
二
四

年
一

O
月
、
ま
だ
明
治
専
門
学
校
在
学
中
に
日
本
で
国
民
党
に
加
入

ハ
注
片
山
〉

し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
同
年
表
一
九
二
五
年
の
項
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
に
行
き
、
国
民
党
左
派
の
組
織
工
作
を
行
う
。
国
民
党
中

央
海
外
部
夜
嵐
駐
日
総
支
部
常
務
委
員
、
組
織
部
長
に
任
命
さ

れ
、
日
本
各
地
を
奔
走
し
て
革
命
を
宣
伝
し
、
組
織
を
発
展
さ
せ

る
。
日
本
共
産
党
と
接
触
を
始
め
る
。

つ
ま
り
、
変
約
が
こ
の
時
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
背
景
に
は
、

彼
が
当
時
国
民
党
駐
日
総
支
部
常
務
委
員
、
組
織
部
長
で
あ
っ
た
事

実
に
加
え
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
国
民
党
内
部
の
「
分
化
」
乃
査

は
「
対
立
」
が
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

mm関
し
た
夏
俗
は
五
月
の
初
め
に
上
海
に
着
い
た
。
彼
は
そ
こ
で

当
時
国
民
党
中
央
委
員
・
新
江
第
一
師
範
学
校
校
長
を
し
て
い
た
経

予
測
を
訪
ね
て
い
る
。
彼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
夏
桁
も
ま
た

ハ法
M
H
〉

王
学
文
と
同
じ
よ
う
に
武
漢
へ
と
向
う
つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う
。
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(
四
)

で
は
、
こ
の
時
期
、
他
の
日
本
留
学
生
は
ど
う
だ
つ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
日
本
留
学
生
の
動
向
を
、
と
り
わ
け
そ

の
「
分
化
」
が
最
も
深
刻
で
あ
っ
た
ろ
う
日
本
に
お
け
る
国
民
党
組

織
に
関
わ
る
部
分
で
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

資
鼎
臣
、
広
東
省
海
尚
潟
県
の
出
身
で
、
一
九
一
二
年
に
日
本
に
留

四
・
二
一
ク

i
デ
タ

i
当
時
は
日
本
民
科
大
学
の
学
生
で
あ
っ



(
u
…
休
日
初
)

た
。
彼
の
間
想
「
従
中
北
ハ
東
京
特
支
到
反
帝
大
同
盟
t

」
な
ど
に
よ
れ

ば
、
大
革
命
の
時
期
日
本
の
問
民
党
組
織
は
「
青
年
会
派
」
と
「
西

巣
鴨
派
い
の
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
青
年
会
派
い
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
神
田
の
中
華
基
督
教

青
年
会
を
拠
点
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
左
派
系
学
生
の
集
ま
り
で
あ

る
。
す
で
に
引
用
し
た
変
約
の
回
想
に
も
「
左
派
の
間
民
党
駐
日
総

支
部
い
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
駐
日
総
支
部
が
何
ら
か
こ
の

辺
同
年
会
派
」
の
核
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
「
青
年
会
派
」
の
中
に
は
「
東
京
特
支
い

の
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
い
た
。

「
東
京
特
支
い
と
は
す
な
わ
ち
中
間
共
産
党
東
京
特
別
支
部
の
こ

と
で
中
間
共
産
党
中
央
に
直
属
し
、
全
く
の
「
秘
密
組
織
レ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
彼
の
問
怨
な
ど
を
総
合
し
て
み
た
限
り
、
初
期
の
党
員

と
し
て
確
認
で
き
た
の
は
、
鄭
漢
先
、
室
長
栄
の
二
名
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
組
織
と
す
で
に
触
れ
た
在
日
中
間
共
産
主
義
青
年
間
と
が

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
い
ま
だ
判
然
と
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
五
学
文
と
問
じ
時
に
北
〈
育
問
に
加
入
し
た
ん
爆
体
仁
は
一
九
二

九
年
九
月
の
時
点
で
「
東
京
特
支
レ
執
行
委
員
会
の
候
補
委
員
で
あ

(
法
必
)

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
問
巣
鴨
派
レ
と
は
、
東
京
沼
巣
鴨
を
拠
点
と
す
る
右
派

系
学
生
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
勺
西
巣
鴨
派
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
七
年
二
月
二
八
日
に
「
栄
い
と
い
う
署
名
で
れ
た
東
京

旭
信
「
皮
革
命
的
右
派
和
醒
獅
派
在
日
本
的
活
動
」
(
〈
中
国
青
年
〉

(
一
一
け
円
引
)

第
一
五
八
期
)
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
西
巣
鴨
派
」
と
は

右
派
、
す
な
わ
ち
西
山
会
議
派
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
同
派
が
結

成
さ
れ
た
の
も
一
九
二
五
年
一
一
月
の
西
山
会
議
後
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
「
西
巣
鴨
派
」
は
左
派
党
員
で
あ
れ
ば
共
産
党
だ
と
日
本
側
に

一
密
告
す
る
な
ど
の
行
動
に
出
て
、
結
成
後
ま
も
な
く
し
て
そ
の
活
動

は
停
滞
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
「
北
伐
い
が
開
始
さ
れ
そ
れ
が
進
展

す
る
に
と
も
な
い
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
国
民
政
府
反
対
」
か
ら
「
国

民
政
府
擁
護
」
に
切
り
換
え
そ
の
勢
い
を
盛
り
返
し
、
後
に
は
国
民

党
駐
日
総
支
部
に
対
し
「
西
巣
鴨
党
部
で
全
体
が
笠
記
す
る
い
よ
う

求
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
党
員
数
は
約
一
一
一
、
問
。
名
、
中
心
的

な
メ
ン
バ
ー
は
梁
文
周
、
陳
訪
先
、
首
相
暁
束
、
劉
文
友
な
ど
で
あ
っ

た
と
い
う
。

だ
が
、
こ
う
し
た
早
川
立
)
も
あ
く
ま
で
内
部
的
な
も
の
に
過
、
ぎ

な
か
っ
た
。
表
磁
的
に
は
ま
だ
「
国
共
合
作
」
の
名
の
下
に
、
ま
た

「
北
伐

2

)

の
進
展
、
勝
利
を
背
景
に
緩
い
統
一
を
保
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
黄
鼎
ぽ
も
国
民
党
内
の
こ
の
こ
つ
の
派
に
つ
い
て
触
れ
な
が

ら
、
そ
の
「
対
立
い
は
安
徽
・
広
東
な
ど
の
各
開
郷
会
レ
ベ
ル
に
限

ら
れ
、
双
方
、
が
公
開
で
対
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
記
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
緩
い
統
一
も
関
民
革
命
の
挫
折
を
背
景

( 32 ) 



に
し
て
あ
る
寸
分
化
」
を
迫
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

寅
関
川
庄
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

一
九
二
七
年
、
将
介
石
が

H
m
M

・
二
一
μ

反
革
命
ク
ー
デ
タ
ー

を
起
し
大
革
命
が
挫
折
す
る
と
、
日
本
の
中
間
人
窃
学
生
の
問
で

も
関
争
が
激
化
し
、
青
年
会
派
は
分
裂
し
始
め
た
。
だ
が
、
分
か

れ
て
出
て
い
っ
た
者
は
ま
だ
少
数
で
、
青
年
会
派
は
依
然
と
し
て

一
定
の
革
命
的
な
様
相
を
保
っ
て
い
た
。
ま
も
な
く
、
円
七
・
一

五
川
の
在
精
痛
の
叛
反
、
寧
漢
の
合
流
に
よ
っ
て
勢
い
盛
ん
で
あ

っ
た
大
革
命
が
徹
底
的
に
失
敗
し
て
し
ま
う
と
、
青
年
会
派
も
そ

れ
に
つ
れ
て
深
刻
な
分
裂
が
生
じ
、
共
産
党
と
国
民
党
左
派
の
人

々
は
す
べ
て
青
年
会
派
を
離
れ
、
残
っ
た
者
は
西
巣
鴨
派
と
合
流

ハ
淀
川
叩
)

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
資
鼎
侵
は
、
留
学
生
間
に
お
け
る
「
分
化
」
が
顕

著
に
な
っ
た
の
は
付
限
・
一
二
υ

ク
ー
デ
タ
ー
夜
後
よ
り
も
武
漢
政

府
の
崩
壊
後
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
然
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
な
の
か

も
知
れ
ぬ
が
、

H

四
・
一
二
μ

ク
ー
デ
タ
ー
と
は
、
そ
れ
が
勃
発
し

た
当
初
、
そ
の
本
質
を
見
極
め
、
見
定
め
て
い
く
に
は
ま
だ
幾
つ
か

の
中
間
項
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
い
え
ば
、
そ
こ
で
彼

ら
が
み
せ
た
「
と
ま
ど
い
し
ゃ
「
動
揺
」
と
は
、
千
一
学
文
・
夏
桁
等

が
一
様
に
武
漢
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
そ
れ
だ
け
彼
ら

日
本
留
学
生
の
間
で
国
民
革
命
に
か
け
る
期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と

を
一
示
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
黄
鼎
院
は
回
想
の
中
で
さ
ら
に
そ
の
寸
分
化
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
青
年
会
派
を
離
れ
た
が
決
し
て
矛
先
を
お
さ
め
た
わ

け
で
は
な
く
、
よ
り
精
鋭
な
る
隊
伍
を
組
織
し
て
、
国
民
党
名
派

と
日
本
軍
問
主
義
に
対
し
闘
争
を
行
っ
た
。
一
九
二
七
年
の
八
月

か
九
月
間
割
、
東
京
特
支
の
指
導
の
下
に
、
青
年
会
派
を
離
れ
た
共

産
党
員
と
間
民
党
左
派
と
は
、
左
派
よ
り
の
中
間
派
の
一
部
も
加

(
法
一
相
〕

え
て
社
会
科
学
研
究
社
を
結
成
し
、
半
地
下
の
活
動
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
社
会
科
学
研
究
社
」
に
、
第
三
期
創
造
社
の
鴻

乃
超
が
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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黄
問
問
箆
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
社
会
科
学
研
究
社
」
の
活
動
と
は
主

と
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
彼
自
身
「
当
時
日
本
誌
の
マ
ル
ク
ス
・
レ

i

一一

ン
の
著
作
が
比
較
的
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
も
少
な
か
ら

ぬ
マ
ル
ク
ス
・
レ

i
ニ
ン
の
著
書
を
読
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
学
習
は
臼
本
語
の
文
献
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
学

習
方
法
は
「
独
学
を
主
と
し
て
若
干
の
討
論
」
も
行
な
い
な
が
ら
、

と
き
に
「
批
判
と
自
己
批
判
」
を
展
開
す
る
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
い

(
注
印
)。

〉
灯
/

「
社
会
科
学
研
究
社
L

と
は
、
こ
う
し
た
学
習
内
容
及
び
学
海
方



法
、
さ
ら
に
は
そ
の
名
称
か
ら
み
て
お
そ
ら
く
は
、
百
本
の

研
を
下
敷
き
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
既
述
し
た
よ
う
に
、

こ
の
「
社
会
科
学
研
究
社
い
が
結
成
さ
れ
た
当
時
は
、
一
助
謂
コ
福
本

イ
ズ
ム
い
全
盛
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
社
会
科
学
研

究
社
ん
も
、
当
時
の
日
本
の
時
代
的
な
風
潮
を
何
ら
か
反
映
し
た
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
賞
制
度
以
の
記
す
意
味
が
ど
れ
ほ
ど
の
も

の
か
は
知
ら
ぬ
が
、
彼
は
「
批
判
と
自
己
批
判
i
一
を
展
開
閉
す
る
「
社

会
科
学
研
究
社
い
内
に
は
「
革
命
的
気
分
が
と
て
も
濃
厚
で
あ
っ

た
し
と
語
っ
て
い
る
ο

日
本
一
治
の
文
献
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
j

ニ
ン
主
義
を
学
ぼ
う

と
し
て
い
た
「
社
会
科
学
研
究
社
い
は
そ
の
た
め
便
宜
的
に
甲
組
と

乙
組
の
ご
つ
に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
間
T

組
と
は
「
日
本
一
誌
が
よ

く
出
来
、
日
本
誌
で
マ
ル
ク
ス
・
レ

i
ニ
ン
主
義
の
著
作
が
読
め

る
」
グ
ル
ー
プ
で
、
乙
組
と
は
「
日
本
に
着
い
た
ば
か
り
で
、
司
本

誌
の
出
来
な
い
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
初
乃
超
は
こ
の
甲
組
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。

mv
却
に
は
潟
乃
起
の
外
、
鄭
漢
先
・
章
一
h
k

〈
波
町
山
〉

栄
・

J

爆
承
志
・
州
出
鼎
院
な
ど
の
人
々
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
ο

さ
て
、
こ
の
ぺ
社
会
科
学
研
究
社
い
に
つ
い
て
語
る
日
本
側
の
資

料
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
以
下
は
、
東
京
都
立
中
央

図
書
館
実
藤
文
節
で
み
た
実
藤
忠
秀
判
中
間
人
日
本
留
学
史
稿
h

内

の
氏
自
身
の
書
き
込
み
で
あ
る
ο

そ
の
年
(
昭
和
二
年
i

小
谷
)
の
八
月
、
明
治
専
門
学
校
卒
業

の
鄭
漢
先
、
二
両
生
の
室
長
栄
等
は
一
加
州
館
山
に
避
暑
中
、
密
か

に
中
華
窃
日
社
会
科
学
研
究
会
を
組
織
、
同
年
九
月
、
帰
京
後
青

年
会
で
創
立
大
会
を
開
催
し
、
漸
次
組
織
を
拡
大
し
て
各
学
校
別

に
社
会
科
学
研
究
会
を
作
り
、
各
地
(
日
本
)
に
支
部
を
増
設

し
、
一

O
月
に
は
既
に
会
員
一
五

O
名
を
算
す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
一
一
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
久
保
弘
一
の
つ
亦
色
支

那
』
(
東
京
・
高
山
書
院
)
「
日
本
に
於
け
る
中
国
共
産
党
の
活
動
い

の
中
に
は
弓
日
本
特
支
b

の
指
導
を
受
け
て
そ
の
外
郭
団
体
と
し

ハ
校
臼
)

て
活
動
し
た
も
の
」
と
し
て
ぺ
社
会
科
学
研
究
会
」
を
挙
げ
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る

G

昭
和
一
一
年
一

O
月
ご
ろ
か
ら
鄭
韓
(
帝
大
生
)
、
際
其
品
、
業

利
英
、
鄭
漢
先
ハ
以
上
何
れ
も
日
大
生
)
等
が
中
心
と
な
り
、
社

会
科
学
研
究
を
始
め
、
三
年
間
月
ご
ろ
よ
り
党
の
積
極
的
指
導
下

に
お
い
て
宣
伝
に
没
頭
し
た
。
会
長
は
五

O
数
名
で
う
ち
党
員
は

二
七
名
。
機
関
紙
に
は
内
海
外
青
年
b

、
内
五
化
い
を
発
行
。

い
ず
れ
の
記
載
も
そ
れ
が
何
に
依
拠
し
た
も
の
か
判
然
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
記
載
を
総
合
し
て
み
る
と
、
首
(
鼎
院
の
い
う
「
東
京
特

支
)
の
指
導
の
下
に
結
成
さ
れ
た
「
社
会
科
苧
研
究
社
」
(
こ
れ
を

日
本
側
の
資
料
は
い
ず
れ
も
…
社
会
科
学
研
究
会
」
と
い
う
)
と
は
、

に
属
し
て
い
た
鄭
漢
先
、
の
合
設
に
よ
っ
て
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結
成
の
は
こ
び
と
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
一
に
つ
い
て

い
え
ば
、
い
ず
れ
も
が
変
約
と
人
的
な
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

変
約
を
丹
念
に
追
わ
れ
て
い
る
阿
部
幸
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
れ

ば
、
夏
桁
は
明
治
専
門
学
校
で
鄭
漢
先
の
一
級
上
に
当
り
、
二
人
は

か
な
り
親
し
く
往
き
来
し
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
一
九
二
六
年

に
変
約
が
九
州
帝
大
に
出
し
た
入
学
願
書
の
一
項
、
「
本
人
-
一
於
テ

通
信
ヲ
受
ク
ベ
キ
場
所
い
に
は
「
一
戸
畑
市
明
治
専
門
学
校
鄭
漢
先
気

附
仰
い
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄭
漢
先
は
、
一
九
二
七
年

ハ
注
臼
〉

一
一
一
月
に
明
治
専
門
学
校
を
卒
業
、
彼
が
上
京
し
た
の
も
お
そ
ら
く
そ

の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

童
長
栄
は
安
徽
省
の
出
身
、
太
陽
社
の
成
時
〈
で
左
連
発
起
人
の
一

人
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
左
述
が
結
成
さ
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
…
九

一一一

0
年
四
月
に
東
北
に
派
遣
さ
れ
抗
日
聯
躍
の
工
作
に
当
り
、
一
九

三
九
年
間
関
に
死
亡
し
て
い
る
。
夏
桁
が
そ
の
凶
恕
の
標
題
を
「
一
位

被
選
亡
了
的
先
行
者
い
と
し
た
よ
う
に
、
京
長
栄
は
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
省
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。

室
長
栄
と
変
約
の
出
会
い
は
、
変
桁
が
関
民
党
駐
日
総
支
部
常
務

委
員
、
組
織
部
長
を
務
め
な
が
ら
東
京
で
日
本
の
学
生
団
体
社
会
科

学
研
究
会
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
夏
約
は
三
位
被

了
的
先
行
者
い
の
中
で
こ
う
境
問
い
て
い
る
。

私
が
長
栄
同
志
を
知
っ
た
の
は
一
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
、
東
京
の
進
歩
的
な
学
生
組
織
社
会
科
学
研
究

会
に
参
加
し
て
偶
然
知
り
合
い
、
以
来
大
変
仲
の
い
い
友
人
に
な

〈

淀

川

山

〉

っ
h
」

O

一

J

潟
乃
初
仰
が
叶
社
会
科
学
研
究
社
い
に
参
加
し
た
の
も
お
そ
ら
く
彼

が
東
京
で
「
大
学
内
の
社
会
科
学
研
究
会
い
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

と
何
ら
か
関
連
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
い
え
ば
、
潟
乃
超
自

身
、
一
本
同
年
会
派
い
の
叶
分
化
ん
を
か
な
り
身
近
な
「
日
本
体
験
い

と
し
て
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
乃
超
、
実
鼎
肢
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
と
も
に
広
東
省
の
出
身

で
あ
る
。
そ
し
て
、
首
(
鼎
問
悼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
広
東
省
同
郷
会
は

安
徽
省
間
郷
会
と
並
ん
で
、
「
青
年
会
派
」
と
「
西
巣
鴨
派
」
が
緩

い
統
一
を
保
っ
て
い
た
時
代
か
ら
、
常
に
何
者
の
「
対
立
」
が
最
も

激
烈
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ま
た
潟
乃
起

は
そ
の
「
対
立
い
乃
至
は
ぺ
分
化
」
が
進
行
し
て
い
た
際
に
青
年
会

内
に
間
住
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
二
四
年
一
月
四
日
に
執

筆
さ
れ
た
同
じ
創
造
社
何
人
穆
木
天
の
「
諒
詳
レ
に
よ
れ
ば
、
潟
乃

趨
は
少
く
と
も
一
九
二
六
年
一
月
の
時
点
で
は
年
の
「
七
号

ハ
ル
山
田
)

に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
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(
五
)

と
こ
ろ
で
、
東
京
で
大
革
命
の
挫
折
を
背
景
に
こ
う
し
た
寸
分
化
」

が
進
行
し
て
い
た
同
じ
頃
、
十
学
初
梨
等
は
京
都
で
如
何
な
る
動
き
を



示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
い
ま
だ
確
定
的
な
資
料
が

乏
し
い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
京
都
に
お
い
て
も
あ
る
「
分
化
」
が

進
行
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

潟
乃
超
の
回
怨
「
魯
迅
与
創
造
社
」
に
よ
れ
ば
、
鴻
乃
超
は
一
九

二
七
年
の
夏
休
み
の
前
、
京
都
に
李
初
梨
を
訪
ね
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
こ
の
時
、
鴻
乃
起
は
李
初
梨
に
誘
わ
れ
て
京
都
帝
大
講
蛍
で
関

か
れ
た
「
日
本
と
中
間
の
学
生
が
出
席
し
て
い
る
大
会
い
に
参
加
し

た
。
「
大
会
い
の
性
格
は
不
明
な
の
だ
が
、
そ
の
席
上
、
李
初
梨
は

日
本
語
で
講
演
を
行
い
、
そ
の
最
後
を
「
青
天
白
日
旗
の
紅
い
旗
印

は
、
中
間
無
産
階
級
の
血
に
よ
っ
て
一
層
鮮
や
か
に
染
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
し
め
く
く
っ
た
と
い
う
。
鴻
乃
超
は
そ
の
印
象
が

強
烈
で
ぺ
こ
れ
は
、
間
民
党
左
派
が
中
国
労
農
革
命
者
に
転
じ
た
思

想
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
は
五
一
年
を
経
た
今
で
も
は
っ
き

(
注
目
)

り
と
印
象
に
残
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
中
国
閣
内
で
は
大
革
命
が
挫
折
し
、
「
清
併
合
が
開
始
さ

れ
る
と
、
難
を
逃
れ
て
進
歩
的
な
作
家
た
ち
が
続
々
と
上
海
に
集
ま

っ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
問
問
じ
頃
創
造
社
出
版
部
上
海
総
部
で

ハ
法
訂
〉

は
、
所
謂
「
創
造
社
の
素
乱
」
に
一
つ
の
端
を
発
す
る
「
創
造
社
の

改
変
い
を
め
ぐ
っ
て
、
郁
達
夫
・
成
仇
吾
・
鄭
伯
奇
等
の
間
で
話
し

合
い
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
も
な
く
、
郁
達
夫
が
こ
れ
に
起
関
し
て

創
造
社
を
離
脱
。
制
御
拍
奇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
成
仇
吾
が
日
本
ヘ
向

っ
た
の
は
こ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

成
仇
五
日
は
手
薄
に
な
っ
た
創
造
社
を
思
い
、
鄭
伯
奇
か
ら
李
初
梨

警
の
話
を
開
く
と
「
大
変
喜
ん
だ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
自
ら
「
新

手
の
軍
隊
」
と
し
て
彼
ら
を
迎
え
入
れ
る
べ
く
日
本
に
向
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
時
期
は
、
郁
達
夫
が
創
造
社
離
脱
の
「
啓
事
」
を
出
し

た
後
、
お
そ
ら
く
は
、
一
九
二
七
年
の
八
月
下
旬
か
ら
九
月
初
め
に

(
法
部
)

か
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
既
述
し
た
「
社
会

科
学
研
究
社
」
が
発
足
し
、
そ
の
活
動
を
始
め
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時

期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
来
な
ら
、
そ
う
し
た
動
き
等
々
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら

の
事
柄
が
そ
の
後
の
「
革
命
文
学
論
戦
」
、
ひ
い
て
は
コ
ニ
十
年
代

文
学
」
に
よ
り
斑
接
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
越
え
た
い
ま
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て

は
ま
た
後
日
を
期
す
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き

た
い
く
つ
か
の
事
柄
に
関
わ
っ
て
、
な
お
残
さ
れ
た
二
、
一
一
一
の
問
題

を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
の
む
す
び
と
し
た
い
。
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ま
ず
、
李
初
梨
等
第
一
一
一
期
創
造
社
の
同
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

彼
ら
の
「
日
本
体
験
」
を
考
え
て
み
た
場
合
、
当
時
の
日
本
の
学
化

運
動
、
と
り
わ
け
学
生
社
研
と
の
関
係
が
改
め
て
問
題
に
な
ろ
う
か



と
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
「
福
本
イ
ズ
ム
L

を
学
生
社
研
と

の
繋
が
り
の
中
で
受
容
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
を

合
め
、
「
学
述
事
件
ん
や
、
当
時
の
日
本
の
学
生
の
中
に
あ
っ
た
あ

る
稲
の
雰
間
気
、
例
え
ば
っ
耕
カ
ン
ト
主
義
い
か
ら
「
マ
ル
ク
ス
主

義
い
へ
と
い
う
風
潮
な
ど
が
彼
ら
の
忠
恕
形
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

た
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
在
日
間
叫
ん
党
の
組
織
乃
不
一
運
動
一
等
も
そ
れ
と
関
連
し
て
問

題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
中
間
関
内
の
運
動
や
思
想

分
化
が
日
本
の
関
学
生
運
動
に
何
ら
か
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
彼
ら
の
身
近
か
な
も
の
と
し
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
う
し
た
当
時

の
中
間
関
内
の
運
動
や
論
争
な
ど
が
日
本
の
関
学
生
の
動
き
に
ど
う

反
映
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
彼
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
想
形
成
に
ど

う
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
も
、
今
後
に

残
さ
れ
た
必
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
ー
社
会
科
学
研
究
社
ん
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
社
会
科
学

研
究
社
い
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

国
民
革
命
挫
折
の
後
日
本
宿
学
生
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
最
初
の
団

体
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
脅
学
生
の
運
動
に
お
け
る
一
つ
の
核
に

な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
一
{
社
会
科
学

研
究
社
い
は
、
の
ち
に
社
会
科
学
研
究
会
の
日
本
分
会
と
な
り
、
そ

ハ
桜
田
〉

の
存
続
も
一
…
二
年
頃
ま
で
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
組
織

は

の

学

生

を

中

心

に

組

織

さ

れ

て

い

た

「

東

〈
花
的
〉

京
美
術
研
究
会
い
の
後
身
「
左
翼
芸
術
家
連
盟
い
、
ま
た
、
近
藤
龍

ハ
花
山
山
〉

哉
氏
が
「
初
風
研
究
ノ

i
ト
」
の
中
で
指
摘
、
言
及
さ
れ
て
い
る

ぺ
新
興
文
化
研
究
会
」
な
ど
と
あ
る
関
連
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
一

i

社
会
科
学
研
究
社
」
は
そ
の
後
の
日

本
と
中
国
邸
内
の
運
動
と
を
繋
ぐ
細
い
糸
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、

「
社
会
科
学
研
究
社
」
は
、
一
九
二
八
年
五
月
済
南
事
変
を
機
に
日

本
で
反
日
大
同
盟
を
結
成
し
、
さ
ら
に
社
員
の
関
健
を
帰
国
さ
せ
、

反
日
大
同
盟
上
海
分
会
、
の
ち
の
反
苛
大
向
盟
を
組
織
し
た
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
第
一
二
期
創
造
社
の
〈
文
化
批
判
〉
の
後
身
で
あ
る
思

想
社
を
は
じ
め
上
海
芸
大
な
ど
七
つ
の
単
位
が
結
集
し
て
い
た
の
で

(
v
m
w
)
 

あ
る
。
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ま
た
こ
れ
と
も
関
わ
っ
て
人
的
繋
が
り
の
中
に
も
興
味
深
い
問
題

が
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
「
東
京
特
支
」
の
鄭
漢
先
、
室
長
栄
は

帰
国
す
る
と
間
北
定
委
に
入
り
、
入
党
し
た
変
約
は
間
北
庶
委
の
第

一
一
一
街
道
支
部
に
入
る
c

そ
し
て
、
間
じ
向
北
第
一
一
…
街
道
支
部
に
は
夜

長
栄
と
同
郷
で
あ
る
銭
杏
部
、
持
光
慈
な
ど
太
陽
社
の
メ
ン
バ
ー
が

(
法
印
)

所
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
単
な
る
偶
然
と

い
う
だ
け
で
は
す
ま
す
こ
と
の
で
き
な
い
何
か
を
感
じ
る
。
そ
れ

は
、
変
桁
が
左
連
結
成
に
向
け
て
動
く
そ
の
動
き
と
ど
う
関
わ
り
が



あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
辺
附
北
区
委
一
と
「
東
京
特
支
」
の

関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い

る
事
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
四
・
一
一
一
ク
ー
デ
タ
ー
前
後
の
、
日
本
に
留
学
中
だ
っ
た

第
一
二
期
創
造
社
何
人
た
ち
の
動
向
を
追
っ
て
来
る
中
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
、
当
時
の
日
本
の
学
生
運
動
の
清
況
や
中
間

人
俗
学
生
全
体
の
動
き
と
分
ち
が
た
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
こ
で
浮
び
上
っ
て
来
た
こ
と
は
国
民
革
命

の
控
折
を
背
景
と
す
る
「
社
会
科
学
研
究
社
い
を
め
ぐ
る
動
き
が
、

そ
の
後
の
コ
ニ
十
年
代
い
に
お
け
る
中
間
人
関
学
生
運
動
と
そ
れ
を

通
じ
て
の
日
中
の
文
学
的
交
流
の
端
緒
と
し
て
位
霞
づ
け
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
が
人
的
な
繋
が
り
を
含
め
て
、
よ

り
杭
接
的
に
中
間
コ
ニ
十
年
代
文
芸
い
に
関
わ
る
側
面
を
持
つ
も
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
な
お
明

ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
は
こ
の
こ
と
を

指
摘
し
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

丸
山
昇
沼
小
川
迅
h

(
泌
1

凡
社
昭
和
四
四
年
〉

P
一
一
一
七
?
一
二
九

丸
山
芥

2
…
川
迅
と
革
命
文
学
h

(

紀
伊
向
原
新
者
一
九
七
二
年

ノ

ヨ

(
L
f
h
}
、

L
¥

F

/

L

I

A

斗
ノ
ヨ

J
Jノ
ノ

。
山

3
一
〉
仙
川
稿
「
州
川
浩
社
年
表
い
ハ
伊
繰
虎
丸
編
河
川
浩
社
研
究
同
所
収
、

ア
ジ
ア
出
版
一
九
七
九
年
)
の
「
補
注
伺
第
一
一
一
期
創
造
社
の
人
々

ハ注
1
〉

(花
2
〉

と
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
」
を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ハ
山
花
4
〉
鄭
廷
順
「
鄭
佑
奇
伝
略
い
(
徐
州
師
範
学
院
…
縮
問
中
間
現
代
作
家

伝
略

ωb所
収
四
川
人
民
出
版
社
一
九
八
一
年
)

(沈
5
)

「
第
一
高
等
学
校
一
覧
b

、
『
第
一
一
一
高
等
学
校
一
覧
』
、
主
ぷ
都
s

清
国

大
学
一
覧
i
自
大
正
二
年
五
大
正
二
…
年
!
い

(法
6
)

京
都
文
学
会
発
行
〈
芸
文
〉
(
第
一
六
年
第
五
号
大
正
一
四
年

五
月
)

(川氏

7
)

主
川
小
部
帝
間
大
学
一
覧

i
自
大
正
二
一
一
年
一
金
大
正
一
四
年

l
h

(注
8
)

鈴
木
安
蔵
「
学
連
事
件

l
精
神
史
的
問
想

ω」
〈
〈
現
代
と
思
想
〉

Z
0
・
包
一
九
七
九
年
三
月
〉
鈴
木
氏
は
李
初
梨
等
と
同
級
で
一
九

二
四
年
に
京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
の
ち
「
尚
子
連
事

件
」
に
連
坐
し
て
退
学
し
た
。

(注
9
)

機
騒
「
最
初
和
外
関
文
学
接
触
走
在
日
本
」
(
鄭
振
鐸
、
待
東
来

一
編
忠
告
少
文
学
中
所
収
生
活
設
広
一
九
…
一
一
四
年
〉
、
町
東
京
高
等

工
業
学
校
一
覧
?
吋
第
五
高
等
学
校
一
覧
、
李
初
梨
は
、
別
に
宗
十

砕
利
」
と
も
記
す
。

(
注
刊
)
鴻
乃
超
「
東
京
帝
関
大
学
文
学
部
寂
学
一
読
書
」
(
吋
創
造
社
研
究
ハ
市

(
前
出
〉
に
収
録
〉

〈
一
正
日
)
鄭
伯
奇
「
創
造
社
後
期
的
革
命
文
学
活
動
」
令
中
国
現
代
文
芸
資

料
叢
刑
・
第
二
将
一
所
収
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
六
二
年
)
形

成
は
、
字
は
子
前
(
鴻
乃
超
「
魯
迅
与
創
造
社
い
〉
。

〈
注
ロ
一
)
注
(
日
〉
に
同
じ
。

(
山
花
時
)
創
造
社
と
少
年
中
間
学
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
創
造

社
と
少
年
中
間
学
会
・
新
人
会
」
(
〈
中
国
文
化
・
漢
文
学
会
会
報
一
一
一
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八
号
〉
)
を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

〈注
M
)

〈
京
都
~
帝
国
大
学
新
聞
〉
(
大
正
一
四
年
四
月
一
五
日
〉
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
彼
は
一
一
一
高
の
出
身
。

〈
注
目
)

-

K

十
議
域
「
関
子
小
学
漢
俊
」
(
〈
革
命
史
資
料
〉
一
一
一
九
八
一
年
)

(
詑
国
)
鴻
乃
超
「
魯
逃
与
創
造
社
」
(
〈
新
文
学
史
料
」
一
一
九
七
八

年
〉
・
張
資
以
i

「
読
μ
創
造
社

L
(賞
人
影
編
叫
創
造
社
論
h

所
収

光
華
需
給
一
九
三
一
一
年
)

ハ
詑
げ
)
援
資
一
千
「
読
H

創
造
社

ι(前
出
)

(
詑
話
)
注
(
山
川
〉
に
同
じ
。
な
お
、
彼
の
視
父
は
李
鳳
卒
。
問
漢
の
友
人

で
、
一
九
一
二
年
春
東
話
局
に
成
仇
一
品
川
を
招
い
た
人
で
あ
る
o
Q創

(注
m
m
)

吋
山
口
命
中
帝
国
大
学
…
覧
i
自
大
正
一
四
年
至
大
正
一

ハ
詑
却
〉
注
(
叩
〉
に
向
じ
。

ハ
注
目
〉
校
(
M
〉
に
同
じ
。

(
注
沼
)
潟
乃
趨
「
品
川
M

迅
与
創
造
社
」
〈
前
出
)

〈淀川
ω
〉
刊
第
八
高
等
学
校
一
覧

i
白
川
大
正
一
一
一
…
年
五
大
正
一
間
年

i

鏡
我
は
文
科
乙
類
、
鴻
乃
超
は
理
科
申
類
の
卒
業
。

(
枝
川
抗
)
注
(
玲
)
に
同
じ
。

(
花
お
〉
王
学
文
「
竹
内
上
筆
先
生
に
師
事
し
て
」
〈
〈
人
民
中
国
〉
一
九
八
一

年
一

O
月
号
)

ハ
注
部
〉
向
上
。
な
お
、
こ
の
時
彼
は
す
で
に
結
婚
し
、
二
人
の
子
供
が
い

た
。
台
関
山
近
く
の
綴
楽
寺
と
い
う
寺
に
住
む
。

〈
注
幻
)
お
そ
ら
く
、
こ
の
人
的
な
線
は
、
残
る
待
克
典
、
沈
起
予
、
許
幸

之
、
沈
業
況
に
も
繋
が
る
の
で
あ
ろ
う
。
沈
起
子
は
、
一
九
二
七
年 共ミ

四
月
、
京
都
帝
大
文
学
部
宮
学
科
に
入
学
し
て
い
る
。
沈
業
況
(
1

沈
学
誠
・
沈
関
与
)
は
、
一
九
二
五
年
四
月
に
東
京
美
術
学
校
に
入

学
し
た
。
ま
た
、
沈
起
-Y
・
詐
中
山
中
之
・
沈
葉
況
は
、
一
一
川
徒
哲
一
敏
が
加

入
し
て
い
た
と
い
う
一

i

社
会
科
学
研
究
社
」
の
外
郭
同
体
、
宗
五
州

連
盟
」
ハ
先
の
東
京
発
術
研
究
会
)
の
会
員
で
あ
る
。

(
詑
お
)
清
水
平
九
郎
斗
日
本
の
革
命
歌
』
解
説
い
、
鈴
木
安
蔵
「
学
連
事

件
」
(
前
出
〉
よ
り
霊
引
。
清
水
氏
は
「
学
連
事
件
」
当
時
、
明
治

学
院
生
、
ユ
ナ
工
法
」
が
「
一
大
躍
進
」
を
と
げ
た
第
二
間
全
国
大
会

の
「
学
連
歌
」
を
作
っ
た
。

(注
mmk
〉
菊
川
忠
雄
吋
尚
子
生
社
会
運
動
史
い
「
第
一
一
一
章
e

第
一
一
間
全
国
大
会

の
諸
問
題
」
(
海
旦
者
広
昭
和
二
二
年
〉

(
注
鈎
)
波
(
お
)
に
同
じ
。

(
注
訂
〉
淡
徳
三
郎
は
、
こ
の
時
大
学
院
生
。
当
時
、
哲
学
科
心
理
学
専
攻

の
同
級
生
は
一
一
一
名
だ
け
で
、
淡
徳
三
郎
と
鄭
伯
奇
は
友
人
で
あ
る
。

ハ
詑
泣
〉
注
(
m
U

〉
に
向
じ
。

(
校
お
)
注
〈
日
)
に
同
じ
。

(
控
泊
)
注
(

4

)

に
同
じ
。

(
法
部
)
注
(
日
〉
に
問
じ
。
こ
の
頃
京
都
に
い
た
の
は
、
李
初
梨
・
彰
康
・

李
鉄
戸
・
沈
起
一
予
・
王
学
文
な
ど
で
あ
る
。
朱
鏡
我
は
こ
の
年
の
一
一
一

月
、
東
京
帝
大
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
間
内
容
の
資
料

と
し
て
は
鄭
伯
奇
「
略
談
創
造
社
的
文
学
活
動
」
(
〈
文
芸
報
〉
一

九
五
九
年
八
期
〉
が
あ
る
。

〈
、
託
部
)
注
〈
泣
)
に
同
じ
。

(
注
幻
)
壬
学
文
「
関
子
左
連
成
立
経
過
的
補
正
」
〈
〈
人
民
日
報
〉
一
九
八

( 39 ) 



。
年
一
一
一
月
〉

ハ
技
部
〉
注
(
部
一
〉
に
向
じ
。
な
お
、
子
一
学
文
は
武
漢
滞
在
中
に
太
平
洋
労
働

者
会
議
に
出
席
、
丹
本
代
表
の
山
本
懸
蔵
等
と
会
っ
た
。
ま
た
、
彼

は
こ
の
時
の
資
料
を
大
田
遼
一
郎
に
送
っ
て
い
る
。

(
い
松
川
山
〉
訟
(
幻
)
に
伺
じ
。
八
一
品
理
科
甲
の
同
級
生
に
は
こ
の
外
、
「
〈
創
造

週
報
〉
復
活
預
告
」
の
特
約
選
述
人
の
一
人
、
李
白
華
が
い
る
。

ハ
住
川
知
〉
注
ハ
7
〉
に
同
じ
。

(
法
制
〉
一
度
約
「
憶
阿
英
同
芯
」
(
『
作
家
的
懐
念
』
一
敗
収
四
川
人
民
出
版

社
一
九
七
九
年
)

(
法
認
〉
一
変
約
「
九
州
帝
国
大
学
入
学
願
書
」
。
「
憶
何
英
同
志
」
(
前
出
〉
に

よ
れ
ば
、
彼
が
九
州
帝
大
に
入
っ
た
の
は
官
費
を
得
る
た
め
の
方
便

で
あ
'
っ
た
と
い
う
。

(
技
必
)
会
林
・
紹
武
編
「
夏
街
年
表
」
(
〈
戯
劇
芸
術
論
叢
〉
一
一
一
九
八

O
年

)om年
表
に
は
、
「
一

O
月
、
孫
中
山
在
中
国
共
産
党
的
支
持

下
、
応
北
方
軍
閥
政
府
懇
話
、
離
闘
す
北
上
、
途
経
門
可
。
和
数
名
中

間
留
学
生
代
表
往
見
、
孫
中
山
当
場
指
定
李
烈
釣
介
紹
加
入
中
間
関

民
党
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
枝
川
相
〉
復
日
…
大
学
《
魯
迅
日
記
》
注
釈
組
「
与
夏
街
問
志
的
両
次
談
話
記

録
」
(
〈
魯
迅
研
究
資
料
〉
五
一
九
八

O
年
五
月
)
。
経
子
淵
は

「
社
会
科
学
研
究
社
」
甲
組
に
い
た
摩
承
士
山
の
岳
父
。

(
法
必
)
或
鼎
鼠
「
従
中
北
ハ
東
京
特
支
到
反
帝
大
同
盟
」
(
〈
革
命
史
資
料
〉

一
一
九
八

O
年
〉
。
こ
の
外
、
彼
の
開
想
に
「
日
本
医
大
遊
学
記

i

)

(
〈
人
民
中
間
〉
一
九
八
一
年
八
月
号
)
が
あ
る
。

ハ誌
M
W
)

大
久
保
弘
一
円
赤
色
支
那
』
ハ
東
京
・
高
山
書
院

昭
和
一
一
一
…
年
三

な
お
、
問
書
は
「
中
国
共
産
党
日
本
特
別
支
部
」
は
、
「
社
会
科
学

研
究
会
」
内
の
左
翼
分
子
に
よ
っ
て
、
一
九
二
八
年
の
八
月
末
に
大

向
山
の
某
所
で
結
成
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黄
鼎
院
の

回
想
に
従
え
ば
、
「
東
京
特
支
」
は
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

(
校
訂
)
「
醒
獅
派
」
と
は
一
九
二
五
、
六
年
頃
隆
盛
を
極
め
て
い
た
国
家

主
義
の
図
体
。
こ
の
醍
獅
派
に
代
表
さ
れ
る
国
家
主
義
と
〈
中
国
青

年
〉
と
は
一
九
二
四
年
墳
か
ら
論
戦
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
二
六
年

頃
は
第
二
期
創
造
社
も
参
加
し
た
。
こ
う
し
た
、
中
国
国
内
の
情
況

が
留
学
生
向
に
ど
う
反
映
し
、
ま
た
そ
れ
が
李
初
梨
等
の
思
想
形
成

と
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
な
ど
、
こ
れ
ら
は
改
め
て
問
題
と
な
る
事

柄
で
あ
ろ
う
。

(
注
必
・
注
0
・
注

m
-
注
日
〉
詑
ハ
必
〉
に
同
じ
。

(
法
的
山
〉
向
指
一
一
日
が
挙
げ
る
「
社
会
科
学
研
究
社
」
以
外
の
「
東
京
特
支
」
の

外
郭
団
体
と
は
、
「
芸
術
連
盟
」
・
「
時
代
工
程
社
ケ
「
入
社
」
・
「
中

華
留
日
反
帝
同
盟
」
の
問
団
体
で
あ
る
。

ハ
法
的
山
〉
「
明
治
専
門
学
校
卒
業
生
一
覧
」

(
一
流
山
内
〉
一
変
約
「
一
一
位
被
遺
志
了
的
先
行
者
」
(
〈
人
民
日
報
〉
一
九
八

O
年

四
月
一
八
日
)

(
法
日
)
穆
木
天
「
諦
詩
」
(
〈
創
造
月
別
〉
第
一
巻
第
一
期
一
九
二
六
年

一
二
月
一
六
日
)

(
訟
は
叩
〉
法
(
忽
)
に
同
じ
。

(
一
山
町
)
「
創
造
社
の
蒸
乱
」
を
め
ぐ
る
事
指
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
創
造

社
年
表
」
ハ
前
出
)
の
「
補
…
、
花
何
所
謂
打
創
造
社
の
蒸
乱
H

前
後
い
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を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
注
部
〉
注
(
日
)
に
同
じ
。

〈
花
印
〉
住
〈
日
明
〉
に
同
じ
。

小
川
以
印
〉
可
徒
慧
敏
「
五
人
の
学
友
た
ち
」
(
〈
人
民
中
悶
〉
〉

〈
注
引
〉
近
藤
龍
哉
「
初
風
研
究
ノ
ー
ト
」
〈
〈
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
〉
第

七
五
時
昭
和
五
三
年
)

〈
注
臼
)
注
(
訪
)
に
同
じ
。

ハ
注
目
山
〉
茨
期
間
同
「
従
中
共
東
京
特
支
到
反
帝
大
向
盟
」
ハ
前
出
)
、
夏
約

「
一
位
被
遺
志
了
的
先
行
者
」
ハ
前
出
〉
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